
さあ、踏み出そう。

理想の未来に向かって。

　合言葉は、「あたらしく、知多らしく。」

まちづくりスタートブック

知多市
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総合計画は、「将来、知多市をこんなまちにしたい」という将来のまちの姿を描いて、
みんなが幸せに暮らすために、これから何をしていくのか、というまちづくりの方向性を
示すものです。

知多市が誕生して50年目の令和２（2020)年度から、次の半世紀に向けてみなさんと一
緒に未来への一歩を踏み出すため、「第６次知多市総合計画」をつくりました。
この計画は、市役所だけではなく、市民のみなさん、コミュニティ、NPOやボランティ
アなどの団体や企業など、まちづくりに関わるすべての人の計画です。
そのため、計画をつくる段階から、多くの市民のみなさんと意見を出し合って、みんな
が幸せに暮らす「理想の未来」を考えてきました。

未来の知多市は、わたしたち一人ひとりのちょっとした行動の積み重ねからつくられま
す。まちづくりは、まちの日常をつくること。自分にできることから始める未来づくりで
す。
知多市は、全員参加の１つのチーム。
「理想の未来」に向けて、わたしにも、あなたにも、できることがあります。

みんなで手を取り合って、幸せな明日を、みんなが願う未来をつくっていきましょう。

1   みんなの総合計画
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◆ 10年後の知多市がどんなまちになっていたらよいと思いますか。

◆ 10年後、どこで、誰と、どんな暮らしをしているでしょうか。

◆ �今よりもっと知多市を好きになり、ずっと住み続けたい、一度他のまちに出て
も帰ってきたいと思うまちにするためには、何が必要でしょうか。

考えてみましょう
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市民による
活動

緑

市民の
人柄

雰囲気
空気感

歴史
伝統

地理条件

市民活動の歴史が長い 市民活動センター

八幡台みんなのサロン：
ボランティアで地域のた
めに汗を流してくれてい
る

地域福祉サポートちた
にNPOや福祉、環境問
題などすべて含めたネッ
トワークがある

NPOを立ち上げたとき
に行政が応援してくれた

NPOで活動している人
たちが多く、刺激を受
ける

いろいろな立場（市民、行政、
NPO）の人が手をつなぎ、地域
子育て支援が実施できている

横のつながりが
しっかりしている

子育て支援センター
の力が大きく、施設
が整っている

60代70代でも元気
な人が多い

人生の先輩たちと活
動する中で学ばせて
もらえる関係性

ボランタリーな人が多い

誰かとつながってい
る感覚がある若い人達でまちの発

展のことを考えている
人が多い

地域の見守り隊が
たくさんある

市外から来た人を受
け入れてくれるような
温かさがある

知多市の人はのんびり
していて人がよい 自分で何でもやろうと

する人が多い

超大型店舗がなくせわしく
ないところ、ほどよい感じ

ゆったりと暮らせる。
のんびり仕事ができる

四季が豊かに感じられる

緑町の施設群は集まっ
ていて使いやすい

臨海部に愛知県のエ
ネルギーを支えている
企業が集まっている

都会すぎず、
田舎過ぎないところ

緑が多く生活する上での
環境が本当によい

町工場など地域密着
の企業がある

海が眺められる内陸
の丘陵地は住むには
最適

佐布里池、新舞子、市役所
前のイチョウ並木、田んぼの
景色、外来種の少ない植生、
グリーンベルト

ホタルもまだ飛んでいる

子どもたちにとっては
毎日面白い発見がた
くさんある場所

名古屋にも近く、暮らしやすい

名古屋に近い割に住宅地の価格
にお手ごろ感がある

マリンパーク、梅の館、
岡田の街並み、知多
四国のお寺が多い

小さい集落単位で歴史があ
り、行事等を大切にしている

岡田の春まつり、新舞子の
花火、岡田の街並み、八幡
の屋形、梅まつり

日長神社や岡田の神明社

精力的に文化
活動をしている

市民参加
・市内全域盛んなコミュニティ活動
・コミュニティの拠点　南柏谷ハウス

地域で見守る子育て
・子育てサークル
・知多市やまももおやこ劇場
・こども未来館

農家の人
・農家を継ぐ人
・豊作を願う朝倉の梯子獅子

ペコロス・梅
・ペコロス
・佐布里の梅、梅干し

豊かな自然を使った健康づくり
・緑が多くて癒されるパークロード
・普ヶ脇公園のラジオ体操の参加者が多い

知多市をつくった人たち
・久野庄太郎（愛知用水）
・安藤孝三（飛行機）

あったかい人
・住民が助け合う　いい人が多い
・明るい人が多い

自然
・岡田のはずれの畑にザリガニがいっぱい
・空が広い、満作道からの景色

緑と産業の調和
・知多市のシンボル佐布里池
・知多半島を活性化する愛知用水

市民にも世界の人にも優しい交通網
・空港が近い立地
・名古屋に近く、交通の便がよい

ミライの交通インフラ
・ビーチを活かした「インバウンド」の促進
・セントレア、伊勢湾、リニアの合流地

お寺・文化財
・地域の祭り・イベント
・尾張万歳、朝倉の梯子獅子歴史からミライをつくる

・市民大学ちた塾

歴史のある祭り
・岡田の祭りの山車の華やかさ
・子どもみこしの伝統

伝統
・知多木綿の伝承

知多市で生活していてよいと思うところ　第1位

自然に恵まれている・緑豊か

知多市で生活していてよいと思うところ　第3位

まちが落ち着いている

知多市で生活していてよいと思うところ　第2位

近くに友人がいる

ワークショップ

アンケート

インタビュー

「理想の未来」を考えるためには、今の知多市について知ることが大事です。みんなが知
多市のどんなところが好きで、これからもずっと残していきたいと思っているか、市の魅
力について、市民のみなさんからの声を集め、まとめてみました。
都会からも近く、自然に恵まれゆったりと暮らせる「緑園都市」であること、素晴らし

い伝統や文化、歴史など、たくさんの魅力があることが分かりました。

2   知多市の魅力
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市民による
活動

緑

市民の
人柄

雰囲気
空気感

歴史
伝統

地理条件

市民活動の歴史が長い 市民活動センター

八幡台みんなのサロン：
ボランティアで地域のた
めに汗を流してくれてい
る

地域福祉サポートちた
にNPOや福祉、環境問
題などすべて含めたネッ
トワークがある

NPOを立ち上げたとき
に行政が応援してくれた

NPOで活動している人
たちが多く、刺激を受
ける

いろいろな立場（市民、行政、
NPO）の人が手をつなぎ、地域
子育て支援が実施できている

横のつながりが
しっかりしている

子育て支援センター
の力が大きく、施設
が整っている

60代70代でも元気
な人が多い

人生の先輩たちと活
動する中で学ばせて
もらえる関係性

ボランタリーな人が多い

誰かとつながってい
る感覚がある若い人達でまちの発

展のことを考えている
人が多い

地域の見守り隊が
たくさんある

市外から来た人を受
け入れてくれるような
温かさがある

知多市の人はのんびり
していて人がよい 自分で何でもやろうと

する人が多い

超大型店舗がなくせわしく
ないところ、ほどよい感じ

ゆったりと暮らせる。
のんびり仕事ができる

四季が豊かに感じられる

緑町の施設群は集まっ
ていて使いやすい

臨海部に愛知県のエ
ネルギーを支えている
企業が集まっている

都会すぎず、
田舎過ぎないところ

緑が多く生活する上での
環境が本当によい

町工場など地域密着
の企業がある

海が眺められる内陸
の丘陵地は住むには
最適

佐布里池、新舞子、市役所
前のイチョウ並木、田んぼの
景色、外来種の少ない植生、
グリーンベルト

ホタルもまだ飛んでいる

子どもたちにとっては
毎日面白い発見がた
くさんある場所

名古屋にも近く、暮らしやすい

名古屋に近い割に住宅地の価格
にお手ごろ感がある

マリンパーク、梅の館、
岡田の街並み、知多
四国のお寺が多い

小さい集落単位で歴史があ
り、行事等を大切にしている

岡田の春まつり、新舞子の
花火、岡田の街並み、八幡
の屋形、梅まつり

日長神社や岡田の神明社

精力的に文化
活動をしている

市民参加
・市内全域盛んなコミュニティ活動
・コミュニティの拠点　南柏谷ハウス

地域で見守る子育て
・子育てサークル
・知多市やまももおやこ劇場
・こども未来館

農家の人
・農家を継ぐ人
・豊作を願う朝倉の梯子獅子

ペコロス・梅
・ペコロス
・佐布里の梅、梅干し

豊かな自然を使った健康づくり
・緑が多くて癒されるパークロード
・普ヶ脇公園のラジオ体操の参加者が多い

知多市をつくった人たち
・久野庄太郎（愛知用水）
・安藤孝三（飛行機）

あったかい人
・住民が助け合う　いい人が多い
・明るい人が多い

自然
・岡田のはずれの畑にザリガニがいっぱい
・空が広い、満作道からの景色

緑と産業の調和
・知多市のシンボル佐布里池
・知多半島を活性化する愛知用水

市民にも世界の人にも優しい交通網
・空港が近い立地
・名古屋に近く、交通の便がよい

ミライの交通インフラ
・ビーチを活かした「インバウンド」の促進
・セントレア、伊勢湾、リニアの合流地

お寺・文化財
・地域の祭り・イベント
・尾張万歳、朝倉の梯子獅子歴史からミライをつくる

・市民大学ちた塾

歴史のある祭り
・岡田の祭りの山車の華やかさ
・子どもみこしの伝統

伝統
・知多木綿の伝承

知多市で生活していてよいと思うところ　第1位

自然に恵まれている・緑豊か

知多市で生活していてよいと思うところ　第3位

まちが落ち着いている

知多市で生活していてよいと思うところ　第2位

近くに友人がいる

ワークショップ

アンケート

インタビュー

その中でも特に、たくさんの人が魅力としてあげていたのは、知多市の「ひと」につい
てです。お互いに助け合う温かな人が多いこと、地域の活動、いろいろな課題に取り組む
NPO活動など、まちづくりの活動にいきいきと取り組んでいる人が多いことは、市の大
きな魅力です。
そこで、人と人とのつながりや暮らしがどうなっていたらよいと思うか、たくさんの人
と意見を出し合い、みんなの「理想の未来」を考えました。

◆ 知多市の魅力を３つあげてみましょう。

・

・

・

考えてみましょう
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緑が多く、落ち着いた暮らしができることが人気で、
たくさんの子育て家族が住んでいます。

3   「理想の未来」とわたしたちができること

ひとの未来

1

みんなが幸せに暮らす「理想の未来」を、「ひと」や「まち」の様子とあわせて表しました。
市民のみなさんと一緒に、「理想の未来」に向かって「わたしたちができること」を考え

たので、ご紹介します。自分にはどんなことができるか考えてみませんか。

地域の花壇の手入れ、公園の草刈りや掃除をする。
地域全体で子どもへの声かけ、見守りを行う。
子どもの話をよく聴き、子どもの権利を大切にする。
�子育てを通じた人とのつながりを大切にする。

わたしたちができること

新しい住宅地ができ、通勤に
便利で落ち着いた暮らしができる
まちとして選ばれている

若い人の暮らしの場として
空家が活用されている

子育て家族が豊かな
自然環境の中での子育てを
楽しみ、子どもたちが
伸び伸びと育っている
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小さな子どもからお年寄りまで、いろいろな人が、
地域の中で交流し、お互いに学び合っています。

ひとの未来

2

�新しい活動にチャレンジする人を応援する。
�学校と地域が進んで情報交換し、地域が学校教育に協力する。
�地域行事やコミュニティ活動などに子どもが参加しやすくする。

わたしたちができること

学校や地域活動を通して子どもたちと
関わる人が増え、子どもたちは自分が
暮らすまちを大切に思っている

子どもたちは好奇心豊かで、
いろいろなことにチャレンジ
している

趣味や特技を持った人や
起業をめざす人など、
たくさんの人が交流している

誰もがいつでも学ぶことができ、
学んだことを地域の中で
活かす場があることで、
お互いを高め合っている
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自分の住む地域が大好きで、その魅力を伝えたり、
もっと関わりたいと思う人が増えています。

ひとの未来

3

�自治会、町内会に加入し、地域のイベントや清掃などの活動に参加する。
�地域の状況に合った新しい地域活動について話し合う。
�市内のイベントや観光情報をSNSなどを使って積極的に発信する。

わたしたちができること

市内で働く人が増え、
暮らしを楽しむ場や
機会が充実している

自然や季節を感じながら、
ゆったりと落ち着いて
暮らせる魅力が
広く知られている

地域活動に参加する人が
増え、まちづくりに関わる
ことで、知多市で暮らす
魅力を実感している

たくさんの人が
市の魅力をSNSなどで
発信している

市内で過ごす時間が増え、
ひとやまちとのつながりが
広がっている
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地域活動、市民活動、文化活動などに参加する人が増え、
いきいきと活動しています。

ひとの未来

4

�自分に合ったまちづくり活動を見つけ、自主的に参加する。
�文化や芸術などの学習活動に参加し、学んだことを地域で活かしながら学び合う。

わたしたちができること

誰もが
居場所と役割を持ち、
地域の一員として
活躍している

地域の課題を解決するために
活動する市民活動団体が
増えている

自分自身が楽しみながら行う
趣味の活動や、学習活動が活発に
なっている
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誰もが地域の一員として大切にされ、お互いに信頼しながら、
安心して暮らしています。

ひとの未来

5

�外国の文化や習慣を理解するとともに、日本の文化や習慣を伝え、お互いの理解を深める。
�人それぞれいろいろな個性や働き方があることを認める。
�子ども、障がい者、高齢者などを地域で見守り、虐待を防ぐ。
�働くことなどに悩みを持っている若者に、働いたり社会参加できる機会をつくる。
�地域の見守り活動に参加し、困ったときに助け合う。

わたしたちができること

一人ひとりが個性を
活かしながら地域の
一員として活動し、
お互いに信頼している

誰もが自分らしく生き、
一人ひとりが大切な
存在であることを
認め合える地域に
なっている

困っていたり、助けを求めている人がいれば、
支え合いの中で必要な支援へとつなぎ、
誰もが孤立することなく安心して暮らしている
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自分に合ったスポーツや健康づくりを行うことができるので、
健康な人が増えています。

ひとの未来

6

�食事、運動、睡眠などに気をつかい、健康的な生活習慣を身に付ける。
�健康診査やがん検診を定期的に受ける。
�地域や市民活動団体などのスポーツイベントに進んで参加する。

わたしたちができること

温水プールや
サッカー場などが市内にでき、
たくさんの人がスポーツを
楽しんでいる

いろいろな世代の人が集まれる
スポーツや健康づくりの場があり、
年齢を重ねても仲間とスポーツや
健康づくりを楽しんでいる

スポーツを通じた健康づくりの
まちとして有名になり、
全国からスポーツ好きが
集まっている
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高い技術を活用して、
交通や買物などに便利なまちがつくられています。

まちの未来

1

�日頃から、バスなどの地域公共交通を積極的に利用する。
�移動手段の確保を地域の課題と考え、これからどうするべきか地域で話し合う。
�障がいのある人もない人も、ともにいきいきと活動できるよう、日頃からお互いの理解
を深め、支え合う。
�認知症についてよく知る。

わたしたちができること

ICT（情報通信技術）の活用で、
都会でなくても不便だと
感じることが少ない

地域での助け合い、ネット通販の
広がりなどにより、普段の買物の
不自由さがなくなっている

技術の進歩、乗合交通や
カーシェアリングの広がりなどにより、
お年寄りや障がいのある人なども
気軽に移動できる
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自然災害に強く、犯罪が少ない、
安全で安心できるまちになっています。

まちの未来

2

�地域の防災訓練や講習会に参加し、災害への心構えをする。
�非常持出品の準備、食糧・飲料水などの備蓄により、災害に備える。
�住宅の耐震化、家具などの固定を進める。
�子どもの通学時に見守り活動に参加する。
�高齢者自身や家族の運転免許証自主返納について考える。

わたしたちができること

自然災害の発生に備え、
施設の耐震化や避難対策など、
被害を受けにくくするための
対策が整っている

地域での防犯パトロールが
行われ、犯罪者が立ち入り
にくく、治安がよいまちに
なっている

各家庭では災害への備えができていて、
地域での防災訓練が定期的に行われて
いるため、災害発生時にすぐに行動できる
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まちのスペースが有効に使われ、
にぎわいが生まれるまちになっています。

まちの未来

3

�地域内でお金が回るように、市内で買物や食事をする。
�いろいろなイベントに参加して、たくさんの人と交流する。

わたしたちができること

朝倉駅の周りにマンション
などが建ち、交通の便がよく、
緑に囲まれ落ち着いた暮らしが
できる地区として人気を
集めている

朝倉駅の周りに買物や食事が
できるお店が増え、いろいろな
イベントが行われ、たくさんの
人が交流する場となっている

主な道路に沿って新しいお店や事務所が
建ち、道路、公園、広場など公共の
空きスペースは、いろいろなアイデアで
使われ、まちが活気づいている
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市内で事業を始めやすい仕組みが整い、
自然環境を保ちながら、地域を元気にする企業が進出しています。

まちの未来

4

�自分に合った働き方を市内で見つける。
�事業者は、新しい事業に進んでチャレンジする。
�事業者は、いろいろな働き方を受け入れ、働く環境がよりよくなるよう努める。

わたしたちができること

市内の新しい企業などで
働く人が増えている

工業団地の開発や
土地区画整理事業などに
より、自然環境を保ちながら
事業ができる企業用地がある

チャレンジを応援する仕組みがあり、
お年寄り、学生など、たくさんの
人が新しい事業を始めている

交通の便のよさ、
従業員の暮らしの環境の
よさなどから、いろいろな
企業が進出している
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豊かな緑や海、歴史、伝統、文化などの魅力が磨かれ、
落ち着いた雰囲気は変わることなく、
観光などに広く活用されています。

まちの未来

5

�自宅の庭に緑や花を増やす。
�持っている空家をしっかりと管理する。
�観光ボランティアとして観光客をおもてなしすることで、知多市のファンを増やす。
�アイデアと工夫により、地元の魅力や資源を活かした観光に取り組む。
�地域の祭りや行事に参加し、伝統や文化が世代を超えて伝わるように努める。

わたしたちができること

地域の祭りや尾張万歳、
朝倉の梯子獅子などの
伝統が受け継がれている

地元食材や体験型観光の
人気などにより、農業を
仕事とする人が増え、
しっかりと後継者が
育っている

公園や街路樹などの緑がたくさんの
人の手により保たれ、活用されている

歴史ある寺や神社、岡田地区の古くからの
街並みが残され、古い建物はカフェやお店など
に活用され、にぎわいが生まれている

15



これから、知多市は大きく変わっていきます。人口が減り、少子高齢化が進みますが、
リニア中央新幹線や新しい道路の開通などで、移動は便利になり、いろいろな交流が広が
ります。科学技術が進み、まったく新しい働き方や生活をしているかもしれません。
そのため、市役所は、将来を見据えながら、時代の流れにしっかりと対応していく必要
があります。市役所の中でも、まちづくりを一緒に進めるたくさんの人や団体ともよく話
し合い、協力し合って、「理想の未来」に向けた取組を進めていきます。

市役所は、まちづくり活動に取り組むいろいろな団体と一緒に、
将来を見据えた取組を進めています。

まちの未来

6

市役所はNPOや企業と
協力して、市民に使いやすい
サービスを提供している

ロボットによる業務の自動化など
により、市職員は事務にかける
時間を減らすことができ、
地域をよくするための話し合いに
力を入れている

ICT（情報通信技術）の活用で
市役所の手続きが簡単になり、
窓口は分かりやすく、
利用しやすくなっている

市役所が取り組むこと
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まちづくりに関わるみんなで「理想の未来」というゴールに向かうとき、そのための道
はたくさんあります。それぞれが得意なことを活かしながら、持っている力を合わせ、ま
ちづくりを進めていくことが大切です。

総合計画では、４つの考え方をあげていて、みんながいつもこうした考え方を大切にし
てまちづくりに取り組むことが「理想の未来」、さらには世界中でめざす目標（SDGs）
の達成につながると考えています。

　　夢や希望に向かってチャレンジしましょう

変化する社会の中で、いろいろな夢や希望を持ち、その実現に向かって、できることか
ら少しずつチャレンジしましょう。

　　地域全体で子どもを大切に育てましょう

子どもが知多市を好きになり、将来も知多市で暮らしたいと思えるように、地域のみん
なでその成長を見守り、温かく愛情をもって接しましょう。

　　人やまちとのつながりを大切にしましょう

まちづくりをひとごとではなく自分のことと考えて、いろいろな人や地域とのつながり
を大切にし、しっかりと話し合いながらまちづくりを進めましょう。

　　多様性を認め合いましょう

みんなが暮らしの中で、自分らしく生きられるように、性別、年齢、国籍、障がいのあ
りなし、考え方の違いなどをお互いに認め合い、一人ひとりを大切にしましょう。

１

2

3

4

4   まちづくりで大切にしたい考え方
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　 S
エスディージーズ

DGsとは

SDGs（Sustainable Development Goals）とは、今ある世界のいろいろな問題を解
決し、「人間がずっと地球に住み続けられるように開発・発展する」にはどうしたらよい
だろう？と世界みんなで考えた17の目標のことで、その中では「誰一人置き去りにしない」
ことが約束されています。あまりに大きな目標なので、自分が関わることなんてとてもで
きないと思いますか？でも、実は身近な暮らしの中でも、できることはたくさんあります。

出典：国際連合広報センター

出典：持続可能な社会のためにナマケモノにもできるアクション・ガイド

ソファに寝たまま 
できること
�電気を節約しよう。
電気機器を使ってな
い時は完全に電源を
切ろう。
�印刷はできるだけし
ない。
�照明を消そう。テレ
ビやコンピューター
の画面は意外と明る
いから、必要ない時
にはそれ以外の照明
を消しておこう。

家にいても 
できること
�堆肥をつくろう。生
ごみを堆肥化すれ
ば、気候への影響を
減らすだけでなく、
栄養物の再利用にも
つながる。
�紙やプラスチック、
ガラス、アルミをリ
サイクルすれば、埋
立地を増やす必要が
なくなる。
�エアコンの温度を、
冬は低め、夏は高め
に設定しよう！

家の外で 
できること
�買物は地元で。地域
の企業を支援すれ
ば、雇用が守られる
し、長距離トラック
の運転も必要なくな
る。
�詰め替え可能なボト
ルやコーヒーカップ
を使おう。
�買物にはマイバッグ
を持参しよう。

職場で 
できること
�若者の相談相手にな
ろう。それは誰かを
よりよい未来へと導
くための、思いやり
ある、刺激的でパワ
フルな方法です。
�通勤は、自転車、徒
歩、または公共交通
機関で。
�日々の決定を見つめ
直し、変えてみよう。
職場でリサイクルは
できている？

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４
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「理想の未来」に向かって、それぞれの立場で取り組めることはたくさんあります。ま
ずは一歩踏み出し、できることから少しずつ進めてみませんか。

◆ �５～ 16ページの「理想の未来」（ひとの未来・まちの未来）の中から一つ、特
にこうなってほしい、というものを選んでみましょう。 

（例：自然災害に強く、　犯罪が少ない、安全で安心できるまちになっています。）

◆ その実現のために、あなたがこれから始められることは何ですか。

◆ �あなたがそれをこれから始めるために、必要なことがありますか。 
（そのために、どのような「知多市の魅力」を活かせるかも考えてみましょう。）

考えてみましょう

さあ、一歩踏み出してみましょう。理想の未来に向かって！

5   さあ、一歩踏み出してみよう！

小さなことで大丈夫。わたしにも、あなたにもできることがあります。
例えば、近所の人にあいさつをする。

小さな声にも耳を傾け、困っている人がいたら声をかける。
ほんの少しの気遣いが、誰かの支えになります。
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　 まちづくりの扉

これから新しい一歩を踏み出すみなさんに、いろいろなまちづくりへの入口の一部をご
紹介します。

① 活動を始めるために相談できるところ
�市民活動に参加したいとき

　 �市民活動センターでは、それぞれの得意なこと、活動したい分野に沿った団体や取
組などを紹介しています。

�ボランティア活動に参加したいとき
　 �総合ボランティアセンター（市民活動センター内）では、ボランティアの登録受付、

それぞれの希望に合った活動の紹介をしています。

�市役所と一緒に何かしたい、というとき
　 �市役所では、地域を元気にする活動などについての相談をお受けしています。

② 活動のために使える場所
�市民活動センター
�勤労文化会館　
�まちづくりセンター　
�コミュニティセンター
�公民館
�その他の公共施設（こども未来館、青少年会館など）

③ 活動の情報を知らせる方法
�ホームページやSNSでお知らせする。
公共施設の許可を得て、ポスターやチラシ、パンフレットを置く。
�市民活動センターへ登録し、センターの掲示板、ホームページにイベント情報をのせ
る。
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まちをつくっていくみんなが「理想の未来」に向かって行動するための合言葉は、

「あたらしく、知多らしく。」　です。

みんながそれぞれの夢や希望に向かっていろいろなことにチャレンジすることで、新し
いまちづくりの仕組みが生まれて、まちが元気になっていきます。

自然がいっぱいでゆったりと暮らせること、活発な市民活動や市民の温かい人柄などの
「知多市らしさ」を活かしながら、みんなで「理想の未来」に向かって、力を合わせて新
しい一歩を踏み出しましょう。

これからのまちづくりは、一人ひとりが自分らしく生きるために、できることから始め
る未来づくりです。あなたが何かを始めれば、きっと未来は楽しくなるはず。一緒に始め
てみましょう！

6   まちづくりの合言葉

このマークは、まちづくりの合言葉をたくさんの人に覚えてもらい、一緒にまちづくりを
進めていくためにつくりました。いろいろな人が手と手を取り合ってつながり、新しい知多
市の未来をつくっている様子を、梅の花のかたちで表しています。

春を招く梅の花、昔日の面影を残す路地。

風車が並ぶ夕暮れの海辺、なだらかな丘や田園、道の両側に続く緑の帯。

ずっと大切にしていきたい普段着の風景。

そこにはいつも、のびやかな空がある。

心わきたつ祭りの日、近くの自然にくつろぐ週末。

変わらない、人と人との柔らかなつながり。

都会や世界にも近く、便利でありながら、どこかスローな暮らし。

日常を楽しむことができるのは、居心地のよいまちだから。

もっと、誰もが自分らしく心地よく暮らせるように。

ずっと、笑顔が新しい世代につながっていくように。

声を掛け合い、学び合い、支え合い、健やかに人やまちを育んでいく。

わたしたちが願う未来をつくるのはわたしたち。

みんなのしたいことを、みんなでかなえるまちにしたい。

新たな発想、踏み出す一歩、次への挑戦、つないでいく夢。

わくわくする明日に向かって、一人ひとりの気持ちが動き出す。

あたらしく、知多らしく。

それぞれの幸せが続くよう、しっかりと未来を描いていきます。

梅 香 る  わ た し た ち の 緑 園 都 市

あ た ら し く 、 知 多 ら し く 。
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みんなのしたいことを、みんなでかなえるまちにしたい。

新たな発想、踏み出す一歩、次への挑戦、つないでいく夢。

わくわくする明日に向かって、一人ひとりの気持ちが動き出す。
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さあ、踏み出そう。

理想の未来に向かって。

　合言葉は、「あたらしく、知多らしく。」

まちづくりスタートブック

知多市
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